








巡回相談に関する研究は 1990 年頃から散見され、2000 年代になるとさらに増え、報告の多くは巡回相談
の有効性を指摘する（三山 2011）。しかし、保育所における巡回相談活動には課題もいくつか指摘されてお
り、それは巡回相談の回数の不足 (大村 2010、浜谷 2005)、巡回相談の継続性の不足(大村 2010、浜谷

























 2011 年７月から 2012 年３月にかけ、筆者と対象保育士の１対１で、週１回保育観察後１５分間と巡回相談
同日の協議の前後各２０分間程度、半構造化面接による調査を実施した。面接内容は同意を得て IC レコー
ダーに録音し、逐語録に書き起こした。Ａ保育者へのインタビューは２９回、Ｂ保育者へのインタビューは２６













また、Ｍ－ＧＴＡと心理学の両方に精通する大学教員によるスーパービジョンを 11 回（計 17 時間）受けた。
さらに、障害や保育、巡回相談に精通し、本研究の趣旨と意義をよく理解する大学教員と 40 回（計 60 時間）
検討を行った。 
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